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取扱説明

A 
この製品を安全に、また_LEしくお使いいただくために

必ずこの取扱説明書をお読みください。・IIU逃えた使い方をすると事故を引き起こすおそれがあります0

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管してください。

松 山株式会社



ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

[ はじめに

.この取扱説明t!?は深耕口-9リーの取扱方法と使用

上のIt:ti: tJt:rr~について記載しであります。 ご使JIllÌu

には必ず、このJj¥(扱説明訟をよく読みー|分曜日解され

てから、正しくお取扱いいただき、最良の状態でご

使別してください。

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保笥し、必

裂になったとき読めるようにしてください。

・製品を他人に貸したり、談りi立される場合は、この

l凪扱説明告を製品に添付してお波しください。

.この取扱説明日日を紛失、または:IJl1sした場合は、す

みやかに弊社、またはお買い上げいただきました販

売j苫・ )1!k協へご注文してください。

・品質、切能lijJ上あるいは安全上、使用部品の変更を

おこなうことがあります。そのような場合には、本

自の内容、および写真・イラストなどの一部が、本

製品と一致しない場合がありますので、ご了承くだ

さい。

.ご不rYlなことやお気付きのことがございましたら、

お買い上げいただきました販売脂 民協へご相談く

fだごさしい、。

. ~も 正州l
司事i)項fiです。必ず守って作業をしてください。

A危険説認こ忠弘};怠晶子

ども警告その警告文に従わなかった場合、死亡また
』ー〉 は重傷を負う危険性があるものを示します。

A注意;:?fr;52みなJ去、ケガを負

.この取扱説明告には安全に作業をしていただくため

に、安全 tのポイント 「安全に作業をするために」

を記載しであります。ご使用前に必ず読んでくださ

し、。
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[ 安全に作業をするために 1 
ここに記載している注意事項を守らないと、死亡・骨J;lfIJJ.放や、機械の破般の原因になります。よく読んで安全作業

をしてください。

一般的な注意事項

4も嘗告とんなときは運転しない

・過労病気 薬物の影響・その他の耳目l主lにより作業に集中できないとき

ei闘を飲んだとき ・妊娠しているとき ・18歳未満の人

d込書告作業に適した服装をする
一ーー¥

ト一一
はちまき 首巻き l股タオJレは禁止です。

ヘルメッ ト・すべり j二めのついた靴を着mし、だぶっきのない服装をしてください。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

fる 嘗告機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する
一一一一一、、

Jj)(抜方訟をよく説明し、使用前に 「取扱説明性」を必ず読むように指導してください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

A警告機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける

機械と一緒に 11&扱説明{1JJを渡し、必ず読むように指議してください。

ー一一ー¥

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

~嘗告 トラクター!こ作業腕装着するときl泌すトラクターの取脱帽を読む

トラクターに作業機を装1治する前に、必ずトラクターのJ&扱説明書を読み、 よく麹!~ÝI してから作業機の装

~~f をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

4も嘗告 誼 パフンスの調整をする

トラクターにAい作業機やアタ ッチメントを装治するときは、 トラクターメーカー純正のバランスウェイ

トを付け、バランス調整をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

~注意公道の走行は作業機装着禁止
トラクターに作業機を装着して公道を走行しないでください。

必ず、作業機をJ&外して走行してください。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

¥ 

¥ 

ノ
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盆 注意機械の改造禁止

改造をしないでください。保却の対象にはなりません。

純正部品や指定以外の部品を取付けないでください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

A注意点検・整備をする

機織を{史うn臼と後には必ず点検・務備をしてください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

~注意点検整備中はエンジンを停止する
点検・可警備 ・修位、または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A警告点績整備は平日固い場所でおこなう

交通のJfI¥J縫にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない平らで庖|い場所で、点検整備をしてくださ

し、。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意力パ一類は必す取付ける

装着のときや、点検・ 3整備でIr~外したカバー類は、必ず取付けてください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあ ります。

~注意目的に合った工具を正しく使用する
点検強制に必袈な工具「頼は、適正な{~:迎!をし、目的に合ったものを正しく使JH してください。

[守らないと]整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。
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作業時の注意事項

A嘗告作業機の着脱は平うな場所でおこ芯う

作業機の=1YI"脱は、平らで問い場所でおこなってください。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

4も嘗告 トラクターと作業機のまわりに人を近づけ忽い

トラクターのまわりや作業機との|問に人を人れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

4も嘗告作業機の下にもぐったり、足を入れない

作業機の Fにも ぐったり、 iEを入れないでください。

[守らないと]何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。

会 嘗告機 械lこ巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

l~/!I伝部分に-fp:やワラが巻き付いたときは、必ずエン ジンを停止させ、巻き 1.j きを外してください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

A注意作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

作業機の湖轄をするときは、作業機を Fげ、 トラクターのJtI:Iドプレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」

の位世にし、エンジンをfi;止してからおこなってください。

[守らないと]傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

A警告ロータリー耕では、ダツシンク1こ注意

恒| いほ;tJ.，~'や、石の多いところでは、ロータリーをゆっく り降ろしてください。 回転する爪の勢いでトラク

ターを羽[1し、飛/1¥す(ダッシング)ことがあります。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

dh嘗告 傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

傾斜地での高速 ー急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクター述1立を務とし、大きく 闘ってください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

lh嘗告作業機の落下防止をする

作業機の落下を防止するため、れ11EEストッ プパルプを完全に iWlめ」てロックし、さらに作業機の下へ台

を入れてください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。
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4も 嘗告アユミ板は、強度・長さ・幅の十分あるものを使用する

官i込み、総降ろしをするときは、平らで交通の理~1.縫にならない場所で ト ラックのエンジンを止めます。 動

かないようにサイドプレーキをかけ、車止めをしてください。使用するアユミ板は強度 ・長さ 怖が十分

あり、すべり止めの付いているものを選んでください。

長さのめやすは桁台高さの 3俄です。

[守らないと]事故・ケガ ・機械の故障をまねくおそれがあります。

Lh嘗告子供を機械に近づけない

子供には十分注意し、近づけないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあり ます。

格納時の注意事項

A注意ロータリー単体の転倒防止 を す る

スキッ トを所定の依i置で止め、転倒防止を必ずしてください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあり ます。
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警告ラベルの種類と位置 】
.¥lt告ラベルは悶の{止i丘lこI1占ってあります。よくお読みになって安全に作業してください。

.符告ラベルは、 rr，れや土を落とし'Ji~'に見える ようにしておいて く ださい。

.紛失、または破mされた場合には、おfiい I~ げいただいた販売出、または~協へ下記型式、およびコードナ ンパー

でご注文のほどお願いいたします。

C1 8750-318000 

A i主 意

耐 世間前に取担観問圃をよく臨んで

宮宝で正しい作躍をしてください.

始動・エンジン始幽時や作蝿慣閣情掴停レパーを揖作するとき"，必ず周囲に
人がいないことを暗闘してく丘さい.

遭眠・盛田岡‘ f量週刊や作楓帽をよ下位圃に掃作すると宮はまわりや樋宵を
よく確闘して〈ださい.

.作嵩慣の上に人を蝿せないで〈だ芭い.
盤情・作嵐慣の悔理 ・点情"同掃を仔なうときはトラクターを平坦草場時に穆プ勘し

駐車ブレーキをかけて、 エンジンを惇止し、 柏圧降下防止用のストツ
バルブを口ツク(聞)方向に飾品んでください.

.作揖慣を・脱すると曹" トラクターと作箪慣の聞に立た~いでくだ古い.
-蛤蝿点慢崎竜ジョイン卜に晶τダリスを注入してください.甚剖のオイル.
を点摘し、少'"い咽~I;I:ギアオイJレを補起して〈ださい.

ea国ボルト、ナット聞の点植を行車い、必要があれば帽し崎めしてください.
.カバー踊1;l:!Oず開'"の位置に樟・してください. 駒山叩

D1 8750-313000 ，f曹 J遺産:掴

ぷ以Lぞ
- これは入力軸のカパ

ーです0

.作緩慢をトラクター

に揖着後は必ず取り

つけてください.

・ケガをするおそれが

あります"賂3ぽ醐

W1 8750-316000 

A警告

九~]ふ~ず、a
-エンジンまたはPTO

軸が回転中は、 手やE
を作揖機田中や下へ入

れないでください.

-ケガをするおそれが

あります.
'7~1叩

W2・C1・C10

W1・W3

C10 8750~337000 

A注意 ネームプレート

D-T 
-作闘中や'"四時は近
づかないて・ください.

-ヶガをするおそれが
あリます.

，，=明

W2 8750引 7000 W3 8750-326000 

A警告 A警告

調。
.作総織の修理点検

清掃を行なうときは、 ぷ
iiIl圧降下防止用のス ト

yブパルプを、 ロック

(閉)方向に踊込んで

.作liIi織を繍脱するとき

はトラクターと作車機

の聞に立たないでくだ
ください.

.作S属健治f降下して

ケガをするおそれが

あります。 m 岳山町掴

古い。

-はさまれてケガをする

おそれがあります。

-… 



( 本製品の使用目的について ] 

.このi策担|ロータリーは、畑1[のi栄緋、砕土作業に使用

し、使用目的以外の作業には、決して伎わないでく

ださい。使則目的以外の作業で故防した場合は、保

却の対象にはなりません。

.この深耕ロータリーは決められた適応馬力で設す|し

ています。適応トラクター馬力の純l瑚内で使用して

ください。純凶を超えての使用は故防のm¥悶となり 、

保証の対象にはなりません。

・この深耕ロータリーは、「標準 3点リンク」で設計

しています。他の規椅では袋fiができません。

・この深耕ロータリーの改造は決しておこなわないで

ください。 i~!nll の対象にはなりません。

し J宗証書について

i1!i!WHt:Jはお客様が保TIil修理I!を受けられるときに必

要となるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。
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「アフターサービス口氏 ] 

機械の絢子がJEいと きは、このJji(扱説明書を参照し

点検してください。点検 整備しでも不具合がある

場合は、お買い l二げいただいた販売脳 出協、また

は弊村までごi!Ji給ください。

なお、部品のご注文は販売j古 政協に純正部品表 (パ

ーツリスト)が備えてありますのでご相談ください。

.ごi!Ji絡いただきたい内容

・lli式名と製lli番号

ネームプレートを見てください0

・ごf史朋1犬I兄
水旺|ですかっ 州|ですか ?

。ほ場の条1'1はつ 石が多いですか?

強粘土て、すか?

。トラクターの速度はフ

ーPTOの回転数はつ

・どのくらい使用されましたか ?

ーr.:J口口アール、または口口|時HU
・不具合が発生したときの状況をなるべく、くわ

しく教えてください。

[ 補修部品と供給年限について ] 

.補修部品は、純正部品をお民い求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不制や性

能に影響する場合があります。

・この製品の補修用部品の供給年IlN(WJ liiJ)は、製造

打ち切り後 9'1ミです。ただし供給年限内であっても、

特殊部品については納期!などご相談させていただく

場合があります。

.供給年|浪経過後であっても、部品供給のご要請があ

った場合には、納期、および価格についてご相談さ

せていただきます。
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| 主要諸元 l 
「一ーー
型式 . 区 分 P E -1900 P E -2100 

全 長 (mm) 1.565 

全 幅 (mm) 1，997 2，197 

全 高 (mm) 1.365 

質 量 (kg) 730 770 

イ午 業 幅 (mm) 1.894 2，094 

作 業 深 さ (mm) (椋i¥!，)500 (J詰大)600 

作 業 速度 (km/h) 0.5 - 1.2 

作業能寧 (分/10a) 70-30 60-30 

車井 つ ん径 (mm) φ820 

適応馬力 (ps) 70-100 80-100 

。 (kW) 51.5-73.6 58.8-73.6 

駆 動 方 法 センター ドライブ、チェーン駆動

P T 0 回転数 540 rpm 

変 速 方 法 変速ギヤー交換

89.5 rpm 
事f~{Ì事セ ッ ト

耕うん舶回転数 75.2 rpm 

(PT0540時 ) 104.5 rpm 
オプション

121.8 rpm 

線 着 方 法 3lXリンクI也袋、 J15(標準)n 、(オプション)1 

使用ジョイン ト -Ií~ iJJ税絡A5-5またはA5-6

用 途 iま緋及び混府耕

適 周 t也 砂地及び砂 ジョウ土地

本務元は、改良のため予告なく変更する場合があります。



-"~1司 ~{Ij主主主寄与1iha・
回 各部のなまえ

右フレーム J~イプ

耕うん昔日カバー

スキット

$1イトナー
ボルト

右耕うん軸
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ミッションケース

入力軸
左フレームパイプ

ステ

ブラケット

左軸受部

左耕うん軸

チェンケスガ ド

耕うん爪
(S10R) 

盆注意

・4困包を解体するときは、まわりの人や物に注意して

ください。

・木粋やダンボールの「クギ ・ハリ」などには十分注

意してください。

守らないと「クギ・ハリ」や木粋でケガをすること

があります。

-~ÞJ孟E主主主リ~jJ~f~.

-ロータリーの 3 点リンク装着システムは、f，';ii\~ 3点

リンクI白装式です。



| トラクターの準備 | 

ども注意
・トラク空ーの取扱鋭明書 f3点リンクの規格」をよ

く読んでください。守らないと、取付けができなか

ったり、機械の損傷やケガの原因になります。

トップリンヲ
ブラケyト

-作業機の下がり拡が不足する場合は、リフトロッド

のJI¥(f~ 穴位i位をロワーリンクの前側の火に移してく

ださい。
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| 装着姿勢 | 

A危険

・深耕ローヲリーの装着・取外しをするときは、平ら

で固い場所を選び、いつでも危険をさけられる態勢

でおこなってください。守らないと機械が倒れ傷害

事故につながります。

-ロワーピンの取付穴は、 t-F 2ヶ所あります。

際1¥'，は下の穴ですが、所定の耕深まで下がらない場

合は上の穴に付称えてください。

また、ステーのi担付穴も上下 3ヶ所あります。標準

は中央の穴ですが、作業l時において持上げlitに余裕

がある場合は下の穴に付称えてください。ジョイン

トの折角に有利になります。

ロワーピン
取付穴

l 装着の順序 | 

lh.告

・ローヲリーの装着は平らで固い場所を選び、いつで

も危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラク 9ーのまわりや口一世リーとの問に人が入ら

ないようにしてください。

・ロ-5リーの下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

・ロ一世リーの制整をするときは、トラク 5ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にし、ヱンジンを停止してくださ"，

・重い口一世リーを装着したときは、トラクヲーメー

カー純正のバランスウエイ卜を付け、バランス調整

をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。
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トラクターの 3点リンクにロータリーをセァトし

ます。

① 平らで聞いところにロータリーを世き、中心を

合せてトラクターをゆっくりパックさせます。

② トラクターの左ロワーリングを、ロータリーの

左側lのアームに、付属のピンで過してIl)( j~ け悶定

します。

③ 布ロワーリ ンクを、右側のアームに、レベリン

グハンドルでリフ トロッドの長さを制強して、ピ

ンを通して11)(付けます。

③ トップリンクの長さを合せて、ローデリーのマ

ストにトップリンクで取付けます。

| 持ち上げ時の注意 | 

回 はじめてトラクターへ装着するときは、「段上げJ

l時にト ラクターとロータリ ーがぶつからないよう

に、 IIJI圧をゆっくり l二げながら確認します。特に

キャビン付きトラクターの場合は、背而のガラス

を尖き上げないように注tJ"してください。

国 トラクターのなかには、スイッチで 「品仁げ」ま

で自動上昇する機桓lがあります。作業機が勢いよ

く上がるため、 lOcm以上|間隔を聞け、上げ規制を

してください。

固トップリンクやロワー リンクの収付穴位i丘、およ

びリフトロッドやトップリンクの長さを変えた場

合には、制絵をやり直してください。

A注 意

・トラクヲーの取扱説明書 r3点リンク、および油庄

関係」をよく読んでくださ L、。守らないと機械の損

傷やケガの原因となります。

固リフトロッドの長さを調節して、ロー タリーの左

右を水平に前節してください。

ジョイントの取付け | 

盆注意

・PTOクラッチを切り 、トラクヲーのエンジンを必

ず停止させ、ジョイントの取付けをしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

回 長さの確認

・ジョイントの長さは、装着するトラクターの型式に

より災なります。ご注文l時にトラクターの型式をl例

示していただければ、それに合ったものが付いてき

ます。 型式が不IYJの場合は~~ü~t~の長さの物を付けて

います。

※長すぎるジョイントを装析すると、 トラクターの P

TO!J~IIか作業機の入力車Iiを突き、破mさせます。

※短いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイント

が破損します。

次の方法で長さの確認をしてください。

(1)ロータリーをゆっくり上下し、 トラクターの PT

O期Iiとロータリーの入力制lが同じ刊さになったと

ころでIIIi圧をロックしエンジンを止めます。

作業機

(2) P T 0判へジョイン トを取付けます。

(3)ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先端

とロータリーの入力車Iiとの|町に、 1 cmほど間隔が

あればそのまま使用できます。|間隔がない場合は、

長い分を切断します。

PTO軸慣Ij 入力軸側

中 職F
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(4)油圧を上ドして、ジョイン トの 「カバーのかみ合

い」が8cmt:J.仁あるか調べます。

「カバーのかみ合いJが少ないと強度が不足します。

長いものと交換してください。

市 ieArtyL寸{|酔
かみ合い

国 ジョイン 卜の切断方法

(l)長い分だけプラスチ

yクカバーをオス

メスI山，j;Ji切りI血りま

す。

(2)切りJ&ったプラス

チックカバーと いj

じ長さを、シャフ

トの先端から百|り

ます。

(3)シャフトを高速力

ッターか金ノコで

オス・メスjif;j;Ji切

断します。

(4)切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリスをt<1t

りオス メスを組合わせます。

回 取付方法

(1)ジョイントのロックピンを抑しなカミら、 PTO刷、

および入力制lへ抑入し、ロックピンを ;1_11の前で止

めます。

ハンマーなどでジ

ョイントをたたき、

強引に入れないでく

ださい。

ロックピンの顕が l

cm以上iJ¥ていれば舶;

尖にロックされてい

ます。

1 cm以上

作業機入力軸 トラフ合一 PTO車由

何日酔 叶仏
町

(2)ジョイン トカバー

のチェーンを、 ト

ラクターの!li))かな

い場所につなぎま

す。 I111圧を上下し

でも引っ張られな

いようにたるみを

持たせます。

A危険

・取外したトラクヲーのPTO軸カバー、入力軸カバ

ーをもとどおりに取付けてくださ L'o守らないと巻

き込まれて傷害事故の原因になります。



トラクターとの調整 | 

ム 警告

・ロ-';1リ ーの調整をするときは、卜ラクヲーの駐車

フレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立Jの位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ

L 、。

-トラク空ーのまわりやローヲリーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・口ーヲリーの下へもぐったり、定を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

凹 振れ止め調節

トラクターを1'1'心 (pT 0刑11)とロータリーの1"1"

心(入力軸)を一直線に合わせ、チェックチェー

ンを磁ります。石の多いほ坊では、ややゆるく似

ってください。

回 前後角度調節

作業状態で、入力制lが水平になるように、 トップリ

ンクの長さを淵節します。

回 水平の調整

ロータリーの左右が水平になるように、 トラクター

のレペリングハンドルを回して、右リフトロ ッドの

長さを制節します。

E~j9)~~11.M姐42E理.. -

A警告

・トラクターにローヲリ ーがイ寸いていると後ろが長く

なり、横幅も広くなります。周囲の人や物に注意し

て錠回してください。

・高速走行・急発進・急停車はしないて‘ください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでくださし、。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでくださ

し、。

12 

-急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。 トラクターメ ーカー

純正のバランスウエイ卜を付けてください。

・アゼ越えや段差を乗り越えるときはアユミ板を使用

し、地面に接しない程度に口一世リ ーを下げ、重心

を低くしてください。使用するアユミ板は、強度・

長さ・幅が十分あり、すべり止めのある物を選んで

くださ L、。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ム 注意

・トラクヲーにロータリーを装着して公選を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両法違反J
となり、事故を引き起こす原因になります。

回 移動のときは、ロータリーをいっぱいに上げ、 I111

圧ストップパルプを完全に mJめ」、下がるのを防

ぎます。

ロータリーが左右に振れないように、チェックチ

ェーンを張り、ロ ックナ ァトを締めて ください。

国 ほ場への出入りは直角に、ゆっくり前進でおこな

ってください。

図 ロータリーの地 1:.~.~が不足する場合は、 トップリ

ンク を縮め、地上高を郁:保してください。

A注意

・トップリンクの調節をするときは、ロ-';1リーを下

げ、エンジンを停止してからおこなってください。

守らないと、傷害事故につながります。



トラクターか5の取外しl
4も箸 告

・口-~リーの取外しは平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください0

・卜ラクヲーのまわりや口一世リーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・口一世リーの下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

A注 意

・PTO変速レバーを「中立」の位置にして、取外し

てください。守らないと傷害事故につながります。

ei栗判lロータリーのスキットを削節し、装治時と|司じ

姿勢にします。

取外しは、装着と巡の/IlliJr-でおこないます。
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ム警 告

・イ乍業中は、 卜ラクヲーと口一歩リーのまわり に人を

近っけないでください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PT

O回転を止め、必ずエンジンを停止させ、巻き付き

を:$'j.してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。 卜ラクヲー速度を遅くし、大きく回ってくださ

L 、。

-ローヲリーの調整をする場合は、必ずエンジンを止

めてからおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

e7ゼ際での作業は、アゼにロータリーをぶつけない

ように低迷で、余桁をも って巡転してください。

・作業が終わりましたら、 lやゴミをほ場内できれい

に務とし、道路には務ときないでください。

・使用中にロータリーに興状がずeLI'したら、すぐにエ

ンジンを止め点検をしてください。そのまま使用し

続けますと、他の部分にも品1仰がひろがるおそれが

あります。

l 作業方法 l 
田 耕うん方法

下に記した方法は一般的に行われている標準耕法

です。この他、その削場条例にあった方法で使用

してください。

トー ⑭ 

⑩ 
ト ⑩::::p， 

⑮今⑪ ⑤ 

⑥ 『

③ 
④ b 

市若旦
⑮ 



-田正副自主卦1町i町田

田 作業速度

11業.¥9jJ.立は、 1:地条i'I、作業深さにより典なります。

i白川上地条例は砂地及び砂ジョウ土地ですが、:l4引lJ

が大きくて日lけない場合は辿皮を遅くしてください。

従って、 4幸治対象トラクタは毎11寺l.Okm以下の迷肢を

1#られるものが前提条1'1です。

回 耕うん軸回転速度

耕うん'lqlllTIJ;1伝数は、 色々な土地条件における試験の

紡娘、 ile府耕性能、有機物坦!込み性能のよい89.5

rpm (P T 0540rpml時)を標準としています。

しかし、土地条件により負荷が大きくて使月lできな

い場合は、 75.2rpmが得られるスペアギヤがミッシ

ヨンに組込んでありますから、交換して変速してく

ださい。

A警 告

・口一歩リーの鯛節をするときは、トラク空ーの駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位

置にし、エンジンを停止してからおこなってくださ

し、。

-トラク合ーのまわりやロ-'Jリーとの聞に人が入ら

ないようにしてください。

・口-'Jリーの下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

固耕うん軸回転の変速

(1)ミッションケース後の蝶ボトル 3本を外し、ミッ

ションケースカバーを両手で持って手前へはぐり

ます。

(注)その際、スペアのギヤがカバー側に付いてい

ますから、下に務さないようカバーを1::1古jき

にしてはぐること。
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(2)次のミ γションケースを|品lいたI1!Jと変述表をもと

に、 "1'の変速ギヤをJjij後に人住えて変速します。

(注)1 ; I~IIへは必ずノトさい )jのギヤを組んでくださ

し、。

111軸側 I軸側

(ミッションケース後薗から
見たところ)

21Tスパーギヤー 32Tスパーギヤ
ミyションケースカバー l 

(内面) 標準組込み

変 述
ギヤ組合せ PT0540rpmll事

I!T1J 日1/¥11 緋うん職11同紙数

21 T 32T 89.5rpm 
係機セ ット

29T 75.2rpm 16T 

オプション
23T 30T 104.5rpm 

25T 28T 121.8rpm 

(3)ギヤ交換が終わったら、使川しない l融lのギヤも

必ずミッションケースカバーにセットしていっし

ょに納めます。llUその際、大きいギヤの後に小さ

いギヤ、小さいギヤの後に大きいギヤを入れて'1i'1

いてください。

(4)蝶ボルトは、オイルが漏れないようにしっかり締

めてください。

(注)ギヤ交換はゴミ等が入らないよう、またオプ

ションギヤがある場合はサピないように保存

してください。

囚 作業深さの調節

朝日程調節はトラクタれIi圧のポジションコントロー

ルで行い、スキットは町場条件により適宜に上下

側節します。深耕ロータリーは、 一般のロータリ

ーとは巡って判1出し力は働かず、反対に大きなケ

ン引抵抗が生じます。従って、スキッ トの深さを

目安としてポジションコントロールで削節すると、

トラクタのケン引力が吻し効来的な作業ができま

す。



耕うん爪について | 

A警 告

・爪を取付けるときは、平らで固い場所を選び、駐車

ブレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位

置にして、工ンジンを停止してくださ L'o

・口一世リーの落下を防止するため、油圧ストップバ

ルフを完全に「閉め」てロックし、さらにロータリ

ーの下へ台を入れてください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

凹 爪の種類と本数

耕うん爪には、L爪と R爪の区別があり、 一台当

り次の本数がつきます。それぞれ爪に刻印が打 つ

でありますから、それで判別し、配列の際など|川

越えないでください。

r一一ーー

lli 式
LJJ¥ RIJ¥ 

1';官1・本数
刻F.IIS10L 刻F.IIS10R

P E -1900 18 18 36 

PE-2100 21 21 42 
」

回 爪の配列

緋うん爪の配~IJ は、緋う ん刺lの各フランジ而に R

とLの刻印が打つでありますから、その而にl叶じ

R爪地 L爪を刻印がかくれるように取付けます。

WJ配列をH日迎えますと、残耕ができたり災状振動

ができる以l羽になりますからご設なください。

回転方向 明じ刻印面へ
/ ../取付ける

/〆可

回 取付ボルトの方向

耕うん爪取付ボルトは、爪側から入れて、 フラン

ジ側でパネ座金、ナ ットにより締付けます。

(i!:) Jfj(付ボルトは緩み止めのため、メガネレ ンチ

で力いっぱい強く締付けてください。

固耕うん爪はil~耗部品です。 擦切れますと作業粉!立

が悲くなりますから、随時点検交換してください。
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長くお使いいただ くためには、 fl 常の保サ t~:理が大

切です。

A警 告

・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らで固い場所で、卜ラク空ーの前輪に

は車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、トラクヲーの駐車フレー

キをかけ、 PTO変速レパ を「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

・口一世リ ーの落下を防止するため、油圧ストップハ

ルプを完全に「閉め」てロックし、さらに口ーヲリ

ーの下へ台を入れてくださ L'o

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必す

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

A注意

・点検、整備をするときは、内側のステンレス板の端

部等に十分注意しておこなってください。守らない

と傷害事故の原因になります。

耐久性を捕し、秘OJi)J効率を上げるためには、日常の

保守管理nが大切です。

. i'1，!!R終了後は、よく水洗いして水分をふき とってく

ださい。

囚 ボルト・ナットのゆるみ点検

ロータリーは、振動の激しい機械です。使用l時ご

とに各部のボルト ナット、特に爪Jj)(付ボルトを

増締めしてください。新品の場合は、使用 2時間

後に必ず増締めをしてください。

国ジョイン卜の給油

・入力ilqliとジョイントのスプライン古11にはグリスを塗

り、サピないようにします。絡納すると きは、入力

制Iiにキャップをかぶせてください。

特に 4セ ットジョイン トの場合は、スプラインを損

傷しますと、装着不能になります。ゴミや泥などが



付着した場合は必ずふき取ってく ださい。

③グリスニップル

使j日11在ごとにグリスアップをする。

⑧ジョ イントスプライン古11

シーズン後にグリスを塗る。

⑤ シャフト

シーズン1&にグ リスをiやる。

⑨ロ γクピン

シーズン後に注油する。

〔広角ジョイント〕

回 オイル量の点検と交換

(1)オイル量の点検

チェーンケースを垂直にしてオイルの1訟を点検し

てください。不足の場合はギアオイル #90を補給し

てください。

① ミッションケース

オイルゲージの~Uみ線の[1日

②チェーンケース

検力11口プラグTfiiまで

(2)オイル交換

オイル交換は次の器準で実施します。尚、 工場l1i

荷の際には給I111しでありますから、第 l回目の交換

時IIUまではそのまま使用ください。

交換筒所 オイルの畿鎖 JJI.定量
交換時IIU

l隠l目 2回以降

ミッγョンケース ギアオイル#904.5 e 301時間目 25011寺IIU初

チェーンケース " 3.0 e " " 

li.軸受・時s " 1.0 e " " 
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(I)ミッションケース
注油口プラヴ

下のドレーンプラ オイルゲージ
/ [ 

グを外してオイル

己固を釧/Ilし、 tの注

計111二lプラグから新

しいオイルを規定

l，.t注入します 仁三 ミyションケス

(2)チェーンケース
~ーー-j.主j由口プラグ

下のドレーンプラ

グを外してオイル

を釧 /11し、上の11 l;工;::ス

I111口プラグから新

しいオイルを規定
t司

五1it入します。 II ( 検油口
プラデ

ムd/

(3)プラケッ ト軸受苦11

1'1れIi口プラグ而まで、常にオイ Jレが入っていれば

良好です。

ブラケット

i主池口
プラグ

耕うん事由



固チェーンの張り具合調整

ローラーチェーンの張り具合は、タイトナーボル

トで削節します。

ジョイン トを外し、

てから、耕うん期Ir

を手で回しながら

タイ トナーボル ト

を乎でいっぱいに

締め込みます。そ

こから、 2lñl ~i正戻

したところでロ ッ

クナ ットを締めて

間定します。

ロックナットをゆるめておい

ロッヲ
ナyト

チェーン
ケース

(i上)股りすぎますと、タイトナーやチェーンの倣拡i

原因になりますのでご注意ください。

| 地球にやさしく | 

使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染にな

ります。

・オイルを割I'tl¥するときは、必ず容務に受けてくださ

い。地而へのたれ流しゃJ11への廃棄は絶対にしない

でください。

el必 i~1 各種ゴム昔1¥品などを捨てるときは、お:wいボ

めの販売胞にご相談ください。
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A警 告

・格納は、雨や風があたらず、平らで闘い場所を選ん

でください0

・ロ-9リーの格納姿勢は、「卜ラクヲーへの装着・

取外しの姿勢」にし、前後への転倒防止をしてくだ

さい。

-連結パイプの所定の位置で口-9ーピンを止め、均

平板を固定し後ろへの転倒を防いでください。

・カブラはロータリ ーから外して、地面に置いてくだ

さし、。

・ジョ イン卜は口一歩リーから外して、地面に置いて

ください。

・格納庫には子供は近づけないでください。

守らないと口一世 リーが転倒し傷害事故や機械の績

傷につながります。

-塗装のできない、入力相Ir.ジョイントのスプライン

には必ずサピ ll:めのためにグリスを塗ってくださ

し、。
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点検整備チzックリスト i 

11幸 I:U J1i 11 

① ミッションケースのオイル点検

新品使月]始め
②チェーンケースのオイル点検

新品 f史m211幸11日 ボルト 、ナットの榊締め

① ミッションケースのオイル交換

新 If，'11~出 JTJ3011寺 IIU ②チェーンケースのオイル交換

③ブラケット嗣Ir受部のグリスア yプ

￠ 相| うん爪のl収1~ ボル ト買う締め

② ミッションケースのオイル111点検

f出 m iiU ③チェーンケースのオイル虫、オイルもれ点検

④ジョイントのグリスニヅ プルへグリスアッ プ

③地而から上げて巨Iíl伝させ、~\l音興状のチ ェ ック

①きれいに洗浄して水分ふきとり

②ボルト、ナット、ピン類のゆるみ、脱落チェック

③緋うん爪、ガード等のl事ff;、折れチェック

f史 m 後 ③入力ilqlrへグリスを塗る

⑤ジョイント、スプライン郎へグリスを塗る

⑥ジョイント、ロックピンへ注illr

⑦動く部分へ注れ11

① ミッションケースのオイル交換、オ イルもれチェック

②チェーンケースのオイル交換、オイルもれチェック

③ブラケッ ト事Ir受部のグリス交換
シ ー ズ ン 終 了後

④ジョ イントのシャフ トへグリスを塗る

⑤!!!fi塗装部ヘサピ止め

⑥日j耗部品は早めに交換
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異状と処理一覧表 I 

使用中あるいは1'1!川後のJJt検時に下表の興状が発生した場合は、 時使用せず、すぐに処世をしてください。

部位 lIE 状 Ij~ 肉 処 l位

軸受ベアリングの興状 ベアリング交換

5~ 官トの発生
爪JIHJボルトのゆるみ ボルト紺iN

耕うんiMIの1111がり 耕うん刺l交換

~F t醍!II.hの先生
耕うん爪の配91JIII1i畠い 爪配列のチェック

つ
チェーンの切れ チェーン交換

ん 事!iが|而|らない

事h
駆動制lの切れ J!I~ !li}J ilq!i交換

オイルもれ ウォーターシールの興状 ウォ ーターシール交換

残~十ができる 緋うん爪の摩耗、折れ tJTうん爪交換

土1:j'りがする 耕うん爪の配91J間違い 爪配列のチェ ック

チェーンタイトナーの破m タイトナー交換

チ j~ 7干の発生

エ スプロケ y トの飢傷 スプロケット交換

ン カバーパッキンの切れ パッキン交換
ケ オイルもれ

ス
チェーンケースカバー締付ボルトのゆるみ ボルトI引締め

熱 の 発 生 オイルlLt不足 オイル布Ii給

ベアリングの異状 ベアリング交換

災 ff"の発生 ギアの品1傷 ギア交換

ベベルギアのカミ合い不良 シムで澗終
、、、

ツ 入力iMIオイルシールの災状 オイルシール交換
:/ 

ヨ
パッキンの切れ パヅキン交換ン

ケ オイルもれ
ロックタイトの劣化 ロックタイト塗り直し

ス
締{，Jボルトのゆるみ ボルトi円締め

熱 の 発 生 オイルiJL不足 オイル補給

オイル}~状減少 駆動軸オイルシート奥状 オイルシール交換

民 ff"の発生 グリス量不足 グリス アップ

ジ ジョイント折れ角が不適切 前後角度姿勢の制整

ヨ ジョイント lぬり

イ ロータリーの上げすぎ リフトiilの規制
ン
ト た わ む シャフトのカミ合いl岡不足 長いものと交換

スプライン綿のガタ ロックピンとヨークの摩耗 すくに交換
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